
国際マーケティングとグローバル・マーケティングの定義に関する一考察
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は じめに

世界経済はグ鷺一一バル化が急速に進展している。規綱緩和や撤廃、貿易や投資の自霞化

とい う政策の変化 と 鰹 革命に象徴されるような欝覚 しい技術革新によって鷹際経済活動

にかかる取引費用が低下してきた.そ の結果、ヒi・、モノ、カネ.情 報が世界 レベルで活

発に移動す るようになり、グ葎一バル化が急速に進んだ.ヒ ト、モノ、カネ、情報は、経

済や社会の開放度が高 く競争環境やインフラが整備 され、政府のガバナンスの高い国へ集

中す るようになってきた.グ ローバル化 またはグローバル戦賂 とは、P麟 蟹(1986)に よる

と・企業が世界的な活動によってその全体の国際的地位から世界的な競争優位を得よ うζ

す る戦絡である。 、 、.
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に骸 され舷 うに 繊 的欄 係の深い複数咽 醐 噸 易自醜 縫 めて暗・め とす

る地域的な経済連携の強化に向けた動慧も見られ、特に近年は、そ うした傾向が強化、拡

大されてきている、例えば、欧州連合(EU)は 、1993年 のマース トジヒト条約に基づき

㊧89年 に単一通貨ユー漂を導入 し.200愛 年にユー 環貨幣の流通を醐始 させるなど、その

深化 と拡大が着実に進んでいる.北 米では.北 米 融由貿易協定(NAFTA)、 申南米では爾

米繭部共同市場(メ ル鷹スル)を 申心として地域経済統合が発展 している.こ のような形

式 ・内容とも様々な地域協力の強化の動きは、アジアでも見られ.こ れまでもアジア太平

洋経済協力(AP鷺C)や 東南アジア諸臨連合(ASEAN)十3償 中韓)な どを中心に重層

的に進められてきた。そ して、こうした動きが近年 、更に強まっている(外 交青書平成 握

年版)。

また、1989年 にベル リンの壁が舗壊 し、1391年 にソ連邦が消滅 した.そ して、 ソ連、
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企業は、多ぐの国に浩動領域を拡大きせ℃お り'、企業が告 う敢引や直面する競争ぱ地癒的な

規模で展開されている.取 引や競争の市揚範囲はグローバルな競争の下では、ひとつの国に

眼定 されない.企業は特定国の現地法人に対 し.世界的な視野と全社戦賂に基づいて現地で

の活動の方向性を決めている。世界粛場では。ますます激化する競争に直面しているので.
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図 1. グローバル ･マーケテイングの変化
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表 1.国際マーケテイングの進化と特徴

輸出マ-ケティン マルチドメステイツ 地土或マ-ケティンケ グD⊥パル.マ-ケ

グー延長マーケテイングし狭義の画際マーケテイング)クーマーケテイング ティング

志向 本由亘スノセントリソ里 ローカル(ポリセン 地域しリージヨセント グローバjL,しジオ
トリック1 リツクう ントリツゲ

製品計画 本国消費者二⊥えを第一に考えた製品開発 現地ニーズに基づく製品開発 地域内での標準化 地域別多様性を許容するグローバル製品

マーケテイング一ミック ..ス意思決定 本社が決定 各国で決定 地域別に決定 本社.子会社相互の話し合いによる共同決定

マーケテイングのタイ 本画のマーケティング戦略をそのま .国ごとにマーケティング戦略の修正ー 地蟻ごとにマーケティング戦略の修 国や地域を越えてマーケテイング.ミツケ
プ ま延長､本国のブ 国ごとの新ブランド正､地域ごとの新ブ.スを調整､調達.生

ランドをそのまま延 を開発,国に適応 ランドを開発､地域 産とマーケテイングと.
長,本国が広告. した広告.販売促 ごとに広告.販売促 ･の統合､製品ポート

出所 :小田部(_コ1.7L_)ll邦訳 l:,頁 正 して筆者作成｡
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